
 
 

 
  

 
 

 

  

子供の問題発見・解決能力の育成を目指して  ～とやま型学力向上プログラム（Ⅲ期）の推進に向けて～ 

 

今年度作成した「とやま型学力向上プログラム（Ⅲ期）の視点を踏まえた授業づくりのポイント」リーフ

レットや、「授業づくりシート」の活用例を紹介します。個人や校内での研修等に生かし、授業改善に取り

組みましょう。 
 
「授業づくりのポイント」リーフレット、 「授業づくりシート」 （富山県教員応援サイト）  

子供の姿（発言、表情、行動等）を見取
り、それらが何に起因するのか考えてみると
よいと思います。 
授業づくりシートを参考に、Memo 欄に
教師の手立て、考えたこと等を書きためて
いけば、アイディアが蓄積され、授業づくり
に生かすことができます。 

授業を参観する際に、どんなところを
見たらよいでしょうか。参観者がノート
に記録する姿を見ますが、どんなことを
メモしているのでしょうか。 

がんばる富山の 

先生を応援！ 
学力向上推進チームかわら版 
 
 
 

第 108号 
 

 

発行 令和８年３月 23日 

富山県総合教育センター 

学力向上推進チーム 
TEL：076（415）6226 
https://www.kyoinouen.tym.ed.jp 

<授業を参観するときの視点をもちたい D教諭> 

どのような子供の姿を目指して授業づくりに取り組めばよいか、これまでの授業を見つめ直し、学習者中心の授業づくりに向けた取組を進めていきましょう。 

Meno欄：考えたことや聞いたこと等自由に書き込むことができます。 

チェック欄：授業を振り返る際に☑するなど、ご活用ください。 

子供がやりたいことを自己決定し、自ら
学習に取り組んでいく姿に高まるには、ど
のような手立てが効果的でしょうか。 

<子供の姿の例> <教師の具体的な手
立ての例>を参考に、子供の実態や教師
の願い、教材の特性を踏まえ、目指す子供
の姿に向けて単元を構想しましょう。 
そして、子供のつまずきを想定した複数
の手立ての準備や、学びの状況の見取り
を基にした的確な声かけ等、自ら学びを進
めていけるよう支援することが大切です。 

<子供が主体となる授業を実践したい B教諭> 

<子供の姿の例> <教師の具体的な手立ての例> 

「授業改善」をするには何から始めたら
よいでしょうか。 

授業づくりシートチェック欄を活用し、自
分の授業を客観的に捉えてみるとよいと
思います。 
まずは、自分が意識していなかったとこ
ろを見付けましょう。自分自身の「強み」や
「弱み」を自覚し、どのようにしていくかを
明らかにすることで授業改善へとつながっ
ていきます。 

 

 

<授業改善を図りたい C教諭> 

<非認知能力の例> 

<非認知能力について知りたい A教諭> 

なぜ、非認知能力を高めることが大事
だと言われるのでしょうか。 

<非認知能力の例>にあるように、非認
知能力は学びの土台となるもので、非認知
能力と認知能力は互いに影響を与え合い
ながら、一体となって育ちます。そのため、例
えば授業では、子供が「なぜだろう」「分か
るようになりたい」と感情を動かすための仕
掛けを考えることが大切です。粘り強く問題
に取り組むことができたという経験は、さら
に、子供の非認知能力を高めます。 

https://www.kyoinouen.tym.ed.jp/gakupuroleaf

